
星の友の会インド皆既日食ツア ー

（西はりま天文台＆大阪市立科学館星の友の会）

津村 光則

1 . 天候（真砂さんの階級表を目安に） =4 大気現象による腟害がまったくなかった

2. 参加ツアーの人数 34人（添乗員含む）

3. 観測地の様子と観測の様子

観測地はインド、 ラジャスタン州の Rupbas 村を南に少しはすれた所です。

（東経77. 587度 北緯26. 945度 h=100m)

蘭易舗装道路が畑地の真ん中を貫いていて、 道の東側のちょうど丘になっている謁所が観測

地でした。 道路は北西から南東へ延びていて、 道沿いに電線もありました。

丘はその地方特産の赤砂岩でできていて、 多少の凸凹はありましたが、 周囲より高く、 広く、

視界も360度確保できました。 この滉所は、 このツアーの立案者である大阪市立科学館の川上さ

んが2週間ほど前に下見して決められたそうです。 アグラの西方では古い遺跡のファティブル

シクリが罷大の観測地となったようですが、 狭いところに観測者がつめかけたので混乱があっ

たと聞きました。 この滉所を選んだ川上さんの決断に感謝します。

Rupbas はアグラからバスで 2 時間です。 星を使って極軸を決める第 1 出発組はアグラのム

ガー ル ・ シェラトンホテルを午前1時に出発しました。12時のモ ー ニングコー ルでしたので私

は2時間しか寝てなかったのですが、 眠ることはできす走るバスの窓から外を眺めていました。

インドではディワリというお祭で、 アグラの町では出歩いている人がいたし、 家内は電灯で装

飾されていました。 1時間ほどでファティブルシクリの石でできた大きな門をくぐり、 じきに

西に向かう国道から南に折れてバスは Rupbas へ向かいました。 所閃民家がありましたが田舎

ですから車窓からでも星はよく見えていました。 日本より若干低い北極星やカシオペヤが見え

たし、 上の方には2重のスモ ークガラスを通してM31が見えていました。

3時に観測地到着。 岩の丘をあちこち歩き回ってお気に入りの観測場所を決め、 荷物を運び

ました。 私は荷物が重かったのでバスの近くでやることにして、 夜明けまで2時間ほど星を楽

しみました。 低い北極星高いカノ ーブス． 急角度で駈け上がるしし座などです。 北西のカジ

オペヤあたりから西の高空を通って南に流れ落ちる冬の天の川がくつきりと見えていましたし、

東のしし座から天頂へ黄道光ものびていました。 この滉所で観測したのは私達のグルーブだけ

で、 丘に寝ころぶと360度星に包まれてゆっくりくつろげました。

低空には数度の高さまでもゃがあって、 夜明け前にデピコ彗星がもやから抜け出したころに

薄明で天の川が消えて行きました。 吉岡さんが用意してくれた潟で作ったカッブラー メンで、
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宮ひとつない快請に安心して夜明けのひとときを満喫しました。

6時20分ごろに真つ赤な太陽が出てきました。そのころ4時半出発の第2出発組が到蓄しま

した。 私は明るくなってから日食の準備をしましたが、 ちょうと間に合うぐらいでした。 第1

接触7時34分。

7分ごとのタイマー 電子音で固定多墾撮影のシャッタ ーを切りながらメインカメラの準偏を

して、 8時ごろには準傑完了しました。 ときおりフィルタ ー越しに欠けて行く太陽を眺める余

裕もありました。

太陽は三日月より細くなり、 第二接触が近づいてきました。 ひんやりしてきて、 少し暗くな

ってきましだ。 15分前にスタートさせたコマンドテ ーブの指示に従ってカメラ類の確認を行な

い、 「あと0分」と近くの人に告げる余裕もありました。

いよいよその瞬間が近づいてきました。 私は西からやってくる本影錘を見たかったので、 30

秒前から西を見ていましたが、 ほとんどわかりませんでした。 皆既になって67カメラのファ

インダーをのぞいたとき、 月緑に沿った真紅の彩層と内部コロナの流線のあまりの美しさに金

縛りに合ったほどです。 あれほど練習しだ「ミラ ー アッブ→レリ ー ズでシャッターを切る→ジ

ャッタースピ ードを変える→ミラ ー アッブ→ ． ． ． ． 」というカメラの操作がうまく行かす、 あせ

ってしまいました。20秒で4コマ撮る予定が、 3コマしか撮れませんでした。

続いてf=640mmの10cm屈折直焦の自動カメラをスタ ー トさせ、 多重カメラのジャッターを押し

ました。それから親望するために持ってきてあった双眼鏡を思い出しましたが、 見あたらす諦

めました。 肉眼では2Rほどのコロナが見えていました。

皆既が始まってから35秒ほどでコマンドテー ブのとおりダイヤモンドシフトを行いました。

拡大！最影の視野を、 第二接触の揚所から第三接触の揚所へ瞬間的に動かすしくみです。 ファイ

ンダーには月縁からにじみ出てきた彩層が見え、 じきにま15iしい光がこぽれ出てきました。

45秒というほんの短い皆既は一瞬にして過ぎ去ったように感じました。 皆既中に伺をしたか

実感が湧かないうちに、 近くにいる人たちと成功を喜び合い、 望遠鏡の写真を撮ったりしまし

た。

皆既前は現地の人はほとんど見に来ませんでした。 皆既日食を見ると目が悪くなると信じて

いる人が多いと現地で案内して下さったバサクさんから間きました。 が、 皆既が終わってじき

にちらほらと現地の人がやってきて、 片付けているときには大勢になりました。 私は7分ごと

のタイマーの電子音を鳴らせていだので次第に人垣ができました。 戸田さんはもっと大勢に取

り囲まれてパニック寸前でした。 VTRのモニターテレピに復円して行く太陽が写っていたので、

それが珍しかったそうです。 片づけているときにいらない電池一つでも誰かに与えようものな

ら、 他の人が我先に手を出し、 結果すべての物を持って行かれそうな雰囲気になって恐怖感さ

え感じました。 戸田さんはこっそりパスポー トをポケットに入れ、 アルミ三脚が自衛の武器に
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なるように伸ばしたまま手元に置いていたそうです。 Rupbus の村はアグラ～ジャイブ ールと

いう観光コ ー スから離れているために、 外国人を見るのが初めての人が多いほどだそうです。

外国から珍しい道具を持って大勢押し掛けてきだのですから、 無理もないでしょうね。

私はこの日食に5台のカメラを用意しました。どんな失敗をやったかも含めてご紹介します。

1 • メインカメ
、

ラ 25cmF6ニュ ー トン十XP14mm+PENTAX67

内部コロナと彩層の拡大撮影をねらいました。写真のように2cm角材で作った四角フレー ム

の鏡筒を皆既時の太陽に向くようにささえました。望遠鏡全体は3点でささえて、 南端と北端

は現地の緯度の傾斜を与えました。これが極軸になります。西端にはタンジェントスクリュ ー

をつけて望遠鏡ゆっくりさげました。これで日周運動を追尾して、 長い露出でも1:Siれないよう

に配慮しました。10月上旬に完成させて朝8時ごろに太陽に向け、 試写しました。 もちろん全

部分解して運び、 現地で木ネジで組み立てました。望遠鏡全体で10. 3kgでしたから、 10cm屁折

を赤道儀に載せて使うのと同じくらいの重さです。日食が終わったらいらない木材は捨てまし

た。

合成f=12000mmになっていました。G400で内部コロナは1/4秒ほどで適正露出になると

計算していましたが、 写真は露出不足でした。どんなシャッタ ー スピ ー ドで撮ったか記憶にな

いので、 計算どおりでよかったのかどうかわかりません。1:Siれているコマが多くありました。

あせっていてミラーアップしてからシャッターを押すまで時間をとる余裕がなかったのでしょ

う。 日本で太陽を拡大撮影したときはなんとか写っていましたから。どんな美しい物にも感動

せすに、 冷静に機械的にカメラを操作するロポットに成りきらねばならない思いました。

日食の拡大撮影は困難ですがおもしろいテー マです。チリに続いてインドでも67を使いま

したが、 無理せすにf=5000mmぐらいで35mm版できちんと撮った方がよいと思います。今度日食

に行けたらそれを狙います。

2. ボ ーグ1 OcmED (f=640mm F6.4)直焦

普通のコロプ全体写真です。F6. 4屈折でG400を使って4秒~1/15秒まで自動撮影しました。

25cmに同架して橋図を合わせておき、 スイッチを一 つ押すだけで露出を変えて数コマ撮れるオ

ー トプラケットタイマ ーを自作しました。ワインダ ー 付きのペンタックスSF7をバルプで使

い、 電気レリ ー ズの接点を電子回路でON-OFFしました。外部コロナも1秒露出で十分な濃度に

達していました。カラー ネガを使ったのはラチチュ ー ドが広いので画像処理に有利だと思った

からです。結果は、 構函がちょっと中心からすれていましたが、 長く延びたコロナを捉えられ

ました。皆既前のピント合わせは、 9 cm閻隔で1 cmほどの穴をあけた絞りに1000倍のフジのア

セテートフィルターを貼りました。
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3. 固定多璽露出 レンズシャッター付きSMCPENTAX67 90mmF2. 8十自作69カメラ

7分毎に全経過を撮影。 快睛で予定通り完壁に撮れたが ． ． ． ． 片づけるときにピントを合わせ

てなかったことに気づいた。 写真の基本は「襦図． 露出． ピント． ガイド」だということをも

とに事前にチェックしておけば救われたのに。 Velviaはまだ現像してない。

4. 固定多重露出 4 OmmF2. 8レンズ+PENTAXLX

上記7分毎のタイマー の出力でLXのワインダーを制御して自動撮影。 これも完壁に撮れた

はすだったが、 なぜか皆既のときだけ写ってない。 皆既中は1/2露出にしたが、 ワインダーでは

その露出はできないのかもしれない。 事前にテストしておけばよかった。

5. VTR キャノンLX1

太陽だけ撮ってもおもしろくないので、 望遠鏡の後ろから望遠鏡を操作する自分と太陽を構

図に入れました。 レンズを附属のものを腰もワイド側で使いました。 第二接触5分前からノー

フィルターで録画を始めました。 光を失ってコロナが現れる太陽と忙しく動き回る自分が写っ

ていて面白いのですが、 私が望遠鏡から離れた頃にカメラがピントを見失い、 以後すっとピン

トを探し続けていました。 結果、 コロナは脈動変光星のように膨らんだり縮んだり繰り返し、

笑ってしまう画像になってしまいました。 ピント合わせをマニュアルにしておかねばなりませ

んね。

． ．．ということで、 完全に成功したのはないのですが、 全体で40点ほどと思っています。 チリ

以来皆既前からコマンドテー ブを使っています。 それぞれのカメラを確実にチェックすること．

迫りくる第二接触にむけて周囲の興璽をシャットアウトし、 自分を落ちつかせることにはとて

も役立ちます。

皆既前にコマンドテー プをスタートするとき爵大の問題は、 テー プのアナウンスを第二接触

にどれだけ正確に合わせられるかということです。 正確な予報と正確な時計と正確なテー ブレ

コーダが必要です。

正確な予報は、 観測地の正しい経度緯度と標高、 それに精密な計算によります。 今回は川上

さんが下見をして経度緯度を決定して下さっていました。 そのデ ータをもとにFSPACEの5番会

頴室で11 Fさんに計算して頂いた予報値を使いました。

正確な時計は、 腕時計ですが、 日本を出発する前に時計を117番で合わせました。 出発から2

日後の観測でしたので誤差は生じてなかったと思います。 1週間後に帰国して時計をチェック

すると4秒進んでいましたので、 日食時は1秒進んでいた勘定になります。

正確なテー プレコーダは、 VTRやMDが骰も正確でしょう。 カセットテー ブレコーダでは

録音と再生を違う機械でやると、 1分で数秒も違うことがあります。 必す同じ機械で録音再生

しなければなりません。

-- 4 -



私は日周追尾のタンジェントスクリュ ーを皆既15分前にスタ ートさせたので、 コマンドテ ー

ブも15分前、 正確に8時19分03秒にスタ ートさせました。 テ ー ブには各カメラのシャッタ ー な

どのチェックをするようなアプウンスを入れ、 20分00秒や25分00秒といった切りの良い時刻に

時計とテ ー ブが合っているかどうかチェックできるようなアプウンスも入れておきました。 そ

れによると、 終始テ ー プの方が1秒進んでいました。 これぐらいだったら誤差のうちと考えら

れるでしょう。

計舞された第二接触の0分前には「あと0分」というアナウンスを入れます。 第二接触はほ

ぽJJ. Fさんの計舞通り起こったようです。 VTRを見直して皆既時間を測ると45秒ほどで、 月

緑の谷の影留が効いているようです。 皆既になるとコマンドテ ー ブの「あと0秒有る」という

情報は千金の値があります。 余裕を持たせるために、 わざと5%ほど早くアナウンスをいれて

おく場合もあるのですが、 今回は短いので正しい時間通りに録音しました。 カメラの操作はテ

ープに従うというより、 ブログラムどおり操作できるように事前に何回も練習しておいて、 テ

ー プがなくても消化できる体制で望まねばなりません。 皆既が終わったらすぐに多重露出カメ

ラにNDフィルタ ーを付ける指示を入れておきます。

出発前に観測滉所が定まらない時は、 数力所の予報を計算しておき、 GPSで出した正しい

経度緯度から補正するのがよいと思います。 皆既になった瞬間にテ ー ブをスタートさせると皆

既始まり時刻を正確に把握できなくても使えます。

タイマー などを皆既前に設定し、 皆既中の撮影は機械にまかせて自分は日食を見て楽しむと

いうスタイルが主流になるでしょう。

f=640mm F6. 4 G400 1秒露出
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